
青年期は身体が急速に大きくなり，第二次性徴が現れ

てくる思春期発達の時期を迎える頃から，自分の身体的

特徴や容貌が気になりだし，周囲の人が自分をどの様

に見ているかに強い関心を持ち始める 34）35）。斉藤 27）や柴

田 28）らが指摘するように，身体は自己の重要な部分とし

て，あるいはその発達の核になるものとして考えられて

いる。また身体は自己をもっとも具体的に自他に示すも

のであり，他者によって直接見られ触られる対象でもあ

る 6）9）13）。そして，青年期の身体発育は，本人において自

覚的に経験されるものである。この時期，自己の身体的

な成長・発達・変化というまったく具体的で直接的な事

象をどの様に受けとめるのかが重要な問題になる 28）31）。

また，青年期においては自分の性格や能力がこのままで

よいかどうかとくよくよし，将来の自分についてあれこ

れ悩む，といった自己関心の強まり，他者のまなざしへ

の過敏さ，等がこの時期に顕著になってくる 19）21）34）。こ

のように，青年期は自己に対する意識性が著しく高まる

時期でもある 17）。自己意識とは，自分自身に対して向け

られた意識，自己を注意の焦点とした意識のことである。

そして，この自己意識は有用な性格特性概念として注目

を集めている 21）34）。

梶田 19）辻平 34）菅原 31）32）やFenigstein, A. 10）らは，自己

に注意を向ける傾向には個人差が存在することを指摘し
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た。そして，自分に注意を向けやすい傾向を測定する自

己意識（自意識）尺度を構成し，下位尺度として，公的

自己意識，私的自己意識，および対人不安を見出した。

公的自己意識は，自己の行動や，振る舞い，服装，外見

など，他者から容易に知ることの出来る面について注意

を向けやすい傾向である。また，私的自己意識は他者か

らうかがい知れない自己の内面（自分の態度や感情，考

え方，動機など）に注意を向けやすい傾向のことである。

そして，対人不安は，現実の，あるいは想像上の対人場

面において，他者からの評価に直面したり，もしくは予

想したりすることから生じる精神的に動揺しやすい傾向

とされている 4）7）21）32）。Finkenberg 11），斉藤 27），柴田 28）が

指摘するように，対人関係の拡大を経験する青年期にお

いては，身体と自己の関わりを強く意識する。そして，

この身体と自己の関わりをどのように意識し評価するか

が対人関係の発達にとって重要な要因となる。

これまで身体満足度や身体意識に関する研究は数多く

なされてきており，思春期および青年期女性の身体に対

する不満感の強さ，および「さらなる痩身志向」の傾向

が強いことが報告されてきた。しかし，これまでの身体

満足度や身体意識の研究では自己意識や対人不安との関

連性に関してはほとんど検討されていない。さらに，身

体満足度と自己との関連性に関するいわゆる「ジェンダ

ー」の視点からの検討もほとんどなされていない。

本研究の目的は，身体および自己に対する意識性が著

しく高まる青年期男女において，身体に対する満足度と

自己意識の相互関連性について分析検討することであ

る。

1850名の調査対象者のうち，欠損値が１つでもある

データは分析の対象からすべて除外し，最終的に大学生

男子934名（平均年齢19.4歳），大学生女子900名（平均

年齢19.2歳）が分析に用いられた。

１．自己の現在の身長，体重および理想とする身長，体

重。

２．肥痩意識：自己の身体がどの程度太っていると感じ

ているのかの肥痩意識について，「非常に太っている」

から「非常に痩せている｣までの５段階によって自己

評定を求めた。

３．身体満足度：神山 22）や Secord & Jourard 28）らの

Body- Cathexis Scaleを参考に身体の部位や外観に関

する25部位の身体満足度尺度を作成し，「非常に満足」

（5点）から「非常に不満足」（ 1点）までの５段階に

よる評定を求めた。

４．私的自己意識（自意識）：菅原 31）が標準化した私的

自己意識（自意識）尺度 10項目により，本研究では

５段階評定による回答を求めた。具体的項目例は「自

分自身の内面のことには，あまり関心がない」「自分

がどんな人間か自覚しようと努めている」，等（表

１）である。

５．公的自己意識（自意識）：菅原 31）が標準化した公的

自己意識（自意識）尺度 11項目のうち因子負荷量の

高い 10項目を選択し，本研究では５段階による自己

評定を求めた。具体的項目例は「自分の発言を他人が

どう受け取ったか気になる」，自分が他人にどう思わ

れているか気になる」，等（表１）である。

６．対人不安：Feningstein, A. 10）によって標準化された

対人不安尺度６項目により，５段階による自己評定を
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表１　私的・公的自己意識および対人不安項目内容
  
「私的自己意識」 

自分がどんな人間か自覚しようと努めている。 

その時々の気持ちの動きを自分自身でつかんでいたい。 

自分自身の内面のことには、あまり関心がない。 

自分が本当は何をしたいのか考えながら行動する。 

ふと、一歩　離れたところから自分を眺めてみることがある。 

自分を反省してみることが多い。 

他人を見るように自分を眺めてみることがある。 

しばしば、自分の心を理解しようとする。 

常に、自分自身を見つめる目を忘れないようにしている。 

気分が変わると自分自身でそれを敏感に感じとるほうだ。 

「公的自己意識」 

自分が他人にどう思われているのか気になる。 

人に会うとき、どんなふうに振舞えばよいのか気になる。 

自分の発言を他人がどう受け取ったか気になる。 

人に見られていると、つい格好をつけてしまう。 

自分の容姿を気にする方だ。 

自分についてのうわさに関心がある。 

人前で何かするとき、自分のしぐさや姿が気になる。 

初対面の人に、自分の印象を悪くしないように気づかう。 

人の目に映る自分の姿に心を配る。 

「対人不安」 

誰かに見られていると仕事がしづらい。 

すぐ恥ずかしくなってどぎまぎする。 

大勢の前で話すとき、不安を感じる。 

見知らぬ人に話しかけるのを難しいとは思わない。 

新しい状況での気後れから立ち直るのに時間がかかる。 

大勢の人の中に入ると、神経質になる。 



求めた。具体的項目例は「大勢の前で話すとき，不安

を感じる」，「すぐ恥ずかしくなってどぎまぎする」等

（表１）である。

25の身体部位に関する満足度の合計値を各人の身体満

足度得点とした。男女それぞれについて身体満足度の平

均値から－ 1SD以下の人を低満足群，－ 1SDから+1SD

の中に入る人を普通群，+1SD以上の人を高満足群と操

作的に分類した。その結果，低満足群（男：110名，女：

125名），普通群（男： 712名，女： 650名），高満足群

（男：112名，女：125名）に分類された。男性について，

低満足群（M=52 .9± 6 .8点）・普通群（M=70 .2± 5 .6

点）・高満足群（M=90.5± 8.3点）の３群による分散分

析の結果，有意差が認められた（F=1050, P<0.01）。また，

女性についても男性同様に，低満足群（M=45.1± 5.1

点）・普通群（M=64.3± 5.6点）・高満足群（M=83.9±

6.5点）の３群による分散分析を行った。その結果，有意

差が認められた（F=1126, P<0.01）。従って，３群間の

平均値の差の検定を男女それぞれにおいてLSD法によ

って多重比較を行った結果，男女ともに全ての群の間に

有意差が認められた。（男：低満足群と普通群 t=29.3,

P<0.01, 普通群と高満足群 t=33.3, P<0.01, 低満足群と

高満足群 t=36.9, P<0.01 女：低満足群と普通群 t=32.1,

P<0.01, 普通群と高満足群 t=32.6, P<0.01, 低満足群と

高満足群 t=48.9, P<0.01）。

以上の結果より，身体満足度の操作的な３分類（低満

足群・普通群・高満足群）の妥当性が男女ともに認めら

れた。従って，身体満足度別による以下の分析を行っ

た。

（1）身体満足度，BMI

表２は身体満足度別の身長，体重，BMIの平均，標準

偏差を示したものである。図１は男女の身体満足度別得

点を示したものである。すべての群において男女の間に

有意差が認められた（低満足群 t=9.5, P<0.01，普通群

t=19.1, P<0.01，高満足群 t=6.6, P<0.01）。すなわち，

いずれの群においても，長谷川 14）伊藤 18）が指摘するよ

うに女性の方が男性に比べて自己の身体に対してネガテ

ィブな評価を下していることが認められた。

さらに男女それぞれにおいて，現実および理想とする

身長および体重から，国際的に肥満と痩せの判定指標と

して用いられているQueteletのBody Mass Index（以下

BMI）を求め現実値BMI，理想値BMIとした。

図２は男性におけるBMI現実値と理想値を身体満足

度別に比較したものである。現実値についてみると，身

体満足度の３群の間にはいずれも有意差がみられなかっ

た。また，理想値においても満足度の３群間に有意な差

が認められなかった。さらに，低満足群，普通群，高満

足群それぞれにおける現実値と理想値の比較において

も，有意な差がみられなかった。このことは，実際の

BMIは自己の身体に対する満足度に直接関与する要因で

はないことを示すものである。また，理想とする体型と

現実の体型の間に有意な差がなかったことから，現実の

自己の体型を肯定的に受け止めていることが推察され

る 14）18）。

図３は女性におけるBMI現実値と理想値を身体満足
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表２　身体満足度別の身長，体重，BMIの平均，標準偏差

　低満足   　普通 　高満足

M SD M SD M SD
(男)

身長(cm） 170.4 5.9 171.8 5.4 171.6 4.9

理想の身長(cm） 177.5 4.7 177.3 4.1 176.8 4.2

体重(kg） 63.6 9.9 62.6 7.6 62.1 7.2

理想の体重(kg） 66.2 6.7 65.8 6.2 65.7 6.8

BMI現実値 21.8 3.6 21.2 2.2 21.1 2.1

BMI理想値 21.1 1.6 20.9 1.6 21.1 1.7

(女）

身長(cm） 158.1 4.9 158.5 4.8 159.2 4.3

理想の身長(cm） 162.1 3.6 161.5 3.4 162.1 3.4

体重(kg） 51.9 5.9 50.3 5.5 49.3 4.2

理想の体重(kg） 47.7 3.1 47.9 3.6 48.1 2.8

BMI現実値 20.8 2.1 20.1 1.8 19.4 1.5

BMI理想値 18.2 1.1 18.4 1.2 18.3 1.1
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図１　身体満足度別身体満足度得点



度別に比較したものである。現実値についてみると，男

性同様，身体満足度の３群間にはいずれも有意な差が認

められなかった。また，理想値においても男性同様，満

足度の３群間に有意な差が認められなかった。すなわち，

男性と同じく実際のBMI値は自己の身体に対する満足

度に直接関与する要因ではないことを示すものであり，

身体満足度と肥痩度との相互関係においては男女の違い

は認められなかった。

一方，女性の現実値と理想値の比較においては，低満

足群（t=13.3, P<0.01），普通群（t=18.9, P<0.01），高

満足群（t=6.9, P<0.05）いずれの群においても有意な

差が認められ，理想とするBMI値が低かった。日本肥

満学会の肥痩分類 15）に従えば，現実値は３群ともに「普

通体型」に属することになる。しかし，理想BMI値は

３群ともに「痩せ型」に分類されることになった。この

ことは，自己の身体に対する満足度に関わらず，Hill 13），

神山 22），野上 25）らも指摘しているように女性の「さらな

る痩身志向」を顕著に示すものである。

（2）肥痩意識

図４は自己の身体がどの程度太っていると感じている

かを示す肥痩意識を身体満足度別に示したものである。

男性においては，満足度の３群の間には有意な差がみら

れなかった。しかし，女性においては分散分析の結果，

３群間に有意差が認められた（F=67.2, P<0.01）。LSD

法による多重比較の結果，すべての群の間に有意な差が

みられ，得点の高い順に低満足群（M=4.3± 0.9点），

普通群（M=3.5± 0.7点），高満足群（M=2.8± 0.8点）

となった。

このような結果より，男性においては，自分が太って

いるか，痩せているかという肥痩意識は自己の身体満足

度に影響をおよぼす要因には成り得ていなかった。一方，

女性においては，このような肥痩意識が身体満足度に深

く関わっており，低満足な女性ほど自己の身体を太って

いると認知していることが明らかとなった。

肥痩意識と満足度３群の男女の比較においては，低満

足群（t=8.1, P<0.01），普通群（t=13.6, P<0.01），高満

足群（t=2.0, P<0.05）全ての群において女性の方が男

性より有意に高い肥痩得点を示した。女性においては，

前述したように，現実の BMI 値において身体満足度の

３群の間に有意な差が存在しなかった。それにもかかわ

らず，肥痩意識において低満足群がより高い肥満意識を

持っているということは，身体に対する満足度が低い女

性ほど自己の身体意識において，自分の身体を実際より

も太っているという歪曲した認知構造を形成しているこ

とが考えられる。

以上の結果より，特に青年期女性においては，身長，

体重，BMIといった現実の自己の姿より，現実の姿を自

己がどのように受け止め，そして評価するのかという個

人の認知的要因が身体意識に深く関与していることが推

察される 12）28）33）。

（1）私的自己意識

表３は身体満足度別の自己意識得点，対人不安得点の
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平均，標準偏差を示したものである。図５は男女の身体

満足度別，私的自己意識得点を示したものである。男女

別々に身体満足度３群の分散分析を行った結果，男性で

は有意な差が認められなかった。一方，女性では有意差

が認められた（F=3.89, P<0.01）。多重比較（LSD法）

を行った結果，全ての群間で有意な差が認められた（低

満足群と普通群 t=2.08, P<0.05，低満足群と高満足群

t=2.46, P<0.05，普通群と高満足群 t=2.55P<0.05）。

男性においては，身体満足度と私的自己意識の間には

明確な関係が認められなかった。一方，女性においては

身体満足度と私的自己意識には相互関連性が認められ，

私的自己意識が高くなればなるほど満足度が高まって

いくことが明らかとなった。男女の比較においては，低

満足群で有意差がみられなかったが，普通群（t=6.16,

P<0.01），高満足群（t=2.55, P<0.05）で有意な差が認

められた。

自己意識とは，意識の焦点を自己のどこにおくかとい

った，自己を注意の焦点とした意識のことである。そし

て，自己意識の公私の違いは，自己が関心を持ち重視

する自己の領域の違いに対応することが指摘されてい

る 19）21）31）34）。私的自己意識は，他者からは直接観察不可

能な動機，感情，思考，理念など自己の内面的な「私的

自己」が重要な関心対象となって，自己の意識の中心を

占めることである 2）4）6）24）35）。このように，私的自己意識

の高い人は，他者からの評価的態度に敏感になったり，

自己の外面が他者にどう思われているか気になるという

傾向が少ない。特に，女性において，このような自己の

意識特性の違いが自己の身体に対する評価を左右する大

きな要因となったものと推察される。しかし，男性にお

いては私的自己意識と身体満足度との間には，女性のよ

うな顕著な傾向は認められず，今後詳細に検討する必要

があると考えられる。

（2）公的自己意識

図６は男女の身体満足度別に公的自己意識得点を示し

たものである。男女別々に身体満足度３群の分散分析を

行なった結果，男性で有意な差が認められた（F=10.89,

P<0.01）。多重比較の結果（LSD法），低満足群と普通

群の間（t=4.598, P<0.01）および，低満足群と高満足

群の間（t=3.77, P<0.01）に有意な差が認められた。

また，女性でも３群間に有意差が認められた（F=6.72,

P<0.01）。多重比較の結果，全ての群間で有意な差が認

められた（低満足群と普通群 t=2.08, P<0.05，低満足群

と高満足群 t=3.48, P<0.01，普通群と高満足群 t=2.66,

P<0.01）。

満足度の３群（低満足，普通，高満足）それぞれにお

ける男女の比較を行った結果，普通群で女性の公的自己

意識得点が有意に男性より高かった（t=5.18, P<0.05）。

しかし，その他の群間では有意な差が認められなかった。

すなわち，男性女性ともに，公的自己意識が高くなれば

なるほど，身体満足度が低くなっていくことが明らかと

なった。

Abrams 2），Buss 4），柴田 28），菅原 31）らが指摘するよう
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図５　身体満足度別私的自己意識得点

表３　身体満足度別の自己意識，対人不安の平均，標準偏
差

　　低満足 　普通 　　高満足 

M SD M SD M SD

私的自己意識 (男） 35.6 7.3 34.9 6.3 36.4 7.3
(女) 36.6 7.4 37.1 6.4 38.7 6.1

公的自己意識 (男） 37.8 5.9 34.9 6.2 34.6 6.7
(女) 37.8 6.3 36.4 5.9 34.9 6.4

対人不安 (男） 21.4 4.1 19.1 4.6 17.1 4.8
(女) 20.6 4.5 18.9 4.4 16.9 4.9
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図６　身体満足度別公的自己意識得点



に，公的自己意識の高まりは他者からも観察可能な自己

の外面や，行動スタイル，すなわち，「公的自己」が重

要性を持って意識に立ち現れる自己の特性によって生じ

る。また，公的自己意識は，「自己の外面」の意識であ

るだけではなく，他者にみられる「社会的対象としての

自己」の意識でもある 19）21）34）35）。また，他者によって観

察される「自己」についての意識である 14）33）34）。すなわ

ち，公的自己意識は「他者からみられる自己の意識」を

意味するものである。

公的自己意識が高くなればなるほど，身体満足度が低

くなっていくという本研究の分析結果は，前述したよう

に身長，体重，BMIという自己の実際の外見よりも，公

的な自己意識の強さが身体満足度に大きな影響をおよぼ

していることが示唆された。

身体満足度と公的自己意識の関連性に関しては，男女

の違いは認められなかった。すなわち，男女ともに強い

公的自己意識が自己の身体に対して実際よりも太ってい

るという歪曲した身体評価を生じさせている可能性が考

えられ，今後詳細に検討する必要があると考えられる。

（3）対人不安

図７は身体満足度別に対人不安得点を示したものであ

る。男女別々に身体満足度３群による分散分析を行なっ

た結果，男性で有意差が認められた（F=26.54, P<0.01）。

その後，３群間の比較のためLSD法による多重比較を

行った結果，全ての群間において有意な差が認められた

（低満足群と普通群 t=5.16, P<0.01，低満足群と高満足

群 t=7.34, P<0.01，普通群と高満足群 t=4.25, P<0.01）。

また，女性でも３群間に有意差が認められた（F=20.73,

P<0.01）。多重比較（LSD法）を行った結果，全ての群

間で有意な差がみられた（低満足群と普通群 t=3 .7 ,

P<0.01，低満足群と高満足群 t=6.02, P<0.01，普通群と

高満足群 t=4.66, P<0.01）。

身体満足度の３群（低満足，普通，高満足）それぞれ

において，男女の比較を行った結果，いずれの群におい

ても有意な差はみられなかった。

すなわち，男性女性に関わらず，対人不安傾向が高く

なればなるほど，身体満足度が低くなっていくことが明

らかとなった。

対人不安は他者からの評価に直面したり，もしくは

それを予測したりすることから生じる不安状態であ

る 3）7）32）34）。そして，対人不安傾向の強い人は，他者のま

なざしに対する緊張感，不安感などネガティブな反応傾

向を持つ 10）34）35）。このように，強い対人不安の特性を持

つ人は，自己に対してネガティブな自己評価を下しやす

い事を意味するものである。柴田 28）や富田 33）らも指摘

しているように，強い対人不安が自己の身体に対する否

定的評価を生じさせていることを示唆するものである。

青年期における身体意識と自己意識の相互関連性の分

析において，自己の身体意識は実際の身体的特性が影響

を及ぼしているというよりも，現実の姿を自己がどのよ

うに受け止め，そして評価するかという個人の認知的要

因が身体意識に深く関与していることが明らかとなっ

た。とくに女性においてその傾向が顕著であった。また，

男性，女性ともに公的自己意識，および対人不安いう自

己意識特性が身体意識に重要な影響を及ぼしていること

が明らかとなった。

本研究は，身体および自己に対する意識性が著しく高

まる青年期男女において，身体に対する意識と私的自己

意識，公的自己意識そして対人不安傾向という自己意識

特性との相互関連性について分析検討することを目的と

した。最終的に大学生男子 934名，大学生女子 900名を

対象に分析がなされた。その結果以下のことが明らかと

なった。

１．現実の身長，体重および理想とする身長，体重から

算出されたBMIより，女子大学生は，さらなる痩身

体型への志向が顕著であった。

２．女性において，現実の肥痩度では身体満足度による

差がなかったにも関わらず，肥痩意識では低満足群が

より高い肥満意識を持っていた。低満足群が身体認知

において自分の身体が実際よりも太っているという認

知構造を形成している事が推察された。

３．身体満足度と私的自己意識の相互関係において，男

性では顕著な特質は認められなかった。しかし，女性

においては身体満足度が高くなればなるほど私的自己
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意識が高くなっていくことが明らかとなった。

４．男性女性ともに，身長，体重，BMIという自己の実

際の体型よりも，公的自己意識の強さが自分の身体が

実際よりも太っているという身体評価を生じさせてい

ることが示唆された。

５．男性女性ともに，対人不安傾向が強い人ほど，身体

満足度が低くなっていくことが明らかとなった。

６．自己の身体に対する意識は，実際の身体的特性が影

響を及ぼしているよりも，現実の姿を自己がどのよう

に受け止め，そして評価するかという個人の認知的要

因が満足度に深く関与していることが明らかとなっ

た。そして，このような個人の認知様式には公的自

己意識，対人不安および私的自己意識という自己意識

特性が重要な影響を及ぼしていることが示唆された。
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